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〇 Ms. Green が S（主語）、 is が V（動詞）です。 

〇 from Canada は修飾語で副詞のはたらきです。 

「カナダから」という意味をもち、動詞 is の場所を説明しています。 

 

 

〇 She が S（主語）、 teaches が V（動詞）、 English が O（目的語）です。 

〇 in Japan は修飾語で副詞のはたらきです。 

「日本で」という意味をもち、動詞 teaches の場所を説明しています。 

〇 now は時間を示す副詞です。「現在」という意味をもちます。 
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〇 She が S（主語）、 is going to go back が V（動詞）です。 

〇 to her country は修飾語で副詞のはたらきです。 

「彼女の国へ」という意味をもち、動詞 is going to go back の目的地を説明しています。 

〇 during this summer vacation は修飾語で副詞のはたらきです。 

    「この夏休みの間に」という意味をもち、動詞 is going to go back の時間を説明して

います。 

 

 

〇 She が S（主語）、 has が V（動詞）、 many plans が O（目的語）です。 

〇 for it は修飾語で形容詞のはたらきです。 

「そのための」という意味をもち、 many plans を説明しています。 
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〇 この文は、and によって 2 つの節が結ばれています。 

〇 1 つ目の節は She が S（主語）、 is going to get が V（動詞）です。 

○ to Canada は修飾語で副詞のはたらきです。 

「カナダに」という意味をもち、動詞 get の目的地を説明しています。 

○ on August 10 は修飾語で副詞のはたらきです。 

「8 月 10 日に」という意味をもち、動詞 is going to get の日付を説明しています。 

〇 2 つ目の節は have が V（動詞）、a party が O（目的語）です。 

省略されていますが、She が S（主語）です。 

○ with her friends は修飾語で副詞のはたらきです。 

「友達と一緒に」という意味をもち、誰とパーティーをするのかを説明しています。 

○ the next day は修飾語で副詞のはたらきです。 

「その次の日に」という意味をもち、動詞 have の時間を説明しています。 
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〇 Her family が S（主語）、 lives が V（動詞）です。 

○ near the sea は修飾語で副詞のはたらきです。 

「海の近くに」という意味をもち、動詞 lives の場所を説明しています。 

 

 

〇 she が S（主語）、 is going to swim が V（動詞）です。 

○ in the sea は修飾語で副詞のはたらきです。 

「海で」という意味をもち、動詞 swim の場所を説明しています。 

○ during the vacation は修飾語で副詞のはたらきです。 

「休暇中に」という意味をもち、動詞 swim の期間を説明しています。 

○ with her family は修飾語で副詞のはたらきです。 

「家族と一緒に」という意味をもち、誰と泳ぐのかを説明しています。 
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〇 Let’s check が V（動詞）、 the weather が O（目的語）です。 

〇 Let’s は動詞 Let と 目的語 us の短縮形ですが、ここでは、「一緒に～しよう」という

意味の、提案型の命令文をつくる動詞の一部と考えます。 

 

 

〇 It が S（主語）、 is が V（動詞）、sunny が C（補語）です。 

〇 It は、ここでは具体的な意味をもたず、主語の位置を埋めるために使われます。（形式

主語） 

〇 mostly は副詞です。「ほとんどは」という意味をもち、補語 sunny の程度を説明して

います。 

〇 in Tokyo は修飾語で副詞のはたらきです。 

「東京で」という意味をもち、天候がどこで起きているかの場所を説明しています。 

〇 now は副詞です。「今」という意味をもち、時間を説明しています。 
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〇 it が S（主語）、 will be が V（動詞）、cloudy が C（補語）です。 

〇 It は、ここでは具体的な意味をもたず、主語の位置を埋めるために使われます。（形式

主語） 

〇 mostly は副詞です。「ほとんどは」という意味をもち、補語 cloudy の程度を説明して

います。 

〇 On Saturday は修飾語で副詞のはたらきです。「土曜日に」という意味をもち、時間を

説明しています。 

 

〇 この文は 2 つの節で構成され、and によって結ばれています。 

〇 第 1 の節は、Today’s low が S（主語）、 will be が V（動詞）、 8 degrees が C（補語）です。 

〇 第 2 の節は、the high が S（主語）、 will be が V（動詞）、 18 degrees が C（補語）です。 
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〇 この文は 3 つの節で構成され、but と and によって結ばれています。 

〇 第 1 の節は、This Sunday が S（主語）、 will be が V（動詞）、 sunny が C（補語）

です。 

〇 in the morning は修飾語で副詞のはたらきです。 

「午前中に」という意味をもち、動詞 will be の時間を説明しています。 

〇 第 2 の節は、cloudy が C（補語）です。 

〇 in the evening は修飾語で副詞のはたらきです。 

「午後に」という意味をもち、動詞 will be の時間を説明しています。 

〇 This Sunday will be cloudy in the evening. から主語や動詞が省略された形です。 

〇 第 3 の節は、 rain が S（主語）、 will begin が V（動詞）です。  

〇 late in the evening は修飾語で副詞のはたらきです。 

「夕方遅くに」という意味をもち、動詞 will begin の時間を説明しています。 

〇 全体として、 but によって午前、午後を対比し、 and によって情報を追加しています。 
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〇 この文は 2 つの節で構成され、and によって結ばれています。 

〇 第 1 の節は、The low が S（主語）、 will be が V（動詞）、 9 degrees が C（補語）です。 

〇 第 2 の節は、the high が S（主語）、 will be が V（動詞）、 20 degrees が C（補語）です。 

 

〇 It が S（主語）、 will rain が V（動詞）です。 

〇 It は、ここでは具体的な意味をもたず、主語の位置を埋めるために使われます。（形式主語） 

〇 all day は修飾語で副詞のはたらきです。 

「一日中」という意味をもち、動詞 will rain の時間を説明しています。 

〇 on  Monday は修飾語で副詞のはたらきです。 

「月曜日に」という意味をもち、動詞 will rain の時間を説明しています。

 

〇 この文は 2 つの節で構成され、and によって結ばれています。 

〇 第 1 の節は、The low が S（主語）、 will be が V（動詞）、 10 degrees が C（補語）です。 

〇 第 2 の節は、the high が S（主語）、 will be が V（動詞）、 19 degrees が C（補語）です。 
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〇 you が S（主語）、 Do ～ know が V（動詞）、 the word “restaurant” が O（目的語）です。 

〇 Do は助動詞で、主語の前に置くことで疑問文を形成します。 

know の有無をたずねる文になっています。 

 

〇 この文は 2 つの節で構成され、but によって結ばれています。 

〇 第 1 の節は、It が S（主語）、 looks が V（動詞）です。 

It は前文の the word “restaurant” を指しています。  

〇 like English は修飾語で副詞のはたらきです。 

「英語のように」という意味をもち、動詞 looks の状態を説明しています。 

〇 第 2 節内には 2 つの動詞 was と meant が and で並列されています。 

○ it が S（主語）、 was が V（動詞）、 French が C（補語）です。 

同じ it を主語として、 meant が V（動詞）、“restore” が C（補語）です。 

It は同じく、 the word “restaurant” を指しています。  

〇 originally は副詞です。 「もともと」という意味をもち、 it was French and meant 

“restore.” 全体を説明しています。 
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〇 French cooks が S（主語）、 used が V（動詞）、 soup が O（目的語）です。 

〇 for their dishes は修飾語で副詞のはたらきです。 

「料理のために」という意味をもち、動詞 used の用途を説明しています。 

 

 

〇 この文は 2 つの節で構成され、and によって結ばれています。 

〇 第 1 の節は、The cooks が S（主語）、 stewed が V（動詞）、 meat and vegetables 

が O（目的語）です。 

〇 第 2 の節は、got が V（動詞）、their soup が O（目的語）です。  

※主語 the cooks が省略されています。 
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〇 It が S（主語）、 gave が V（動詞）です。 gave のあとに、2 種類の O（目的語）が

続いています。 

  ※ It は soup を指しています。  

〇 people は 「誰に与えたか（間接 O）」を示しています。 

〇 enough nutrition は「何を与えたか（直接 O）」を示しています。 

 

 

〇 people が S（主語）、named が V（動詞）、 the soup が O（目的語）、“restaurant.” 

が C（補語）です。 

〇 the soup = “restaurant.” の関係です。 

〇 So は結果を示す接続詞で、「それで」という意味をもちます。 
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〇 a person が S（主語）、 opened が V（動詞）、 a new eating place が O（目的語）です。 

〇 At the end of the 18th century は修飾語で副詞のはたらきです。 

「18 世紀の終わりに」という意味をもち、文全体の時期を説明しています。 

〇 of the 18th century は修飾語で形容詞のはたらきです。 the end を説明しています。 

 

 

〇 この文は、主節 ‘The name of the place was “restaurant” after the soup’ と、従属節

“because the soup was popular” の 2 つの部分からなる複文です。 

〇 主節は、The name が S（主語）、was が V（動詞）、“restaurant” が C（補語）です。 

〇 of the place は修飾語で形容詞のはたらきです。 The name を説明しています。 

〇 after the soup は修飾語で副詞のはたらきです。 

「スープにちなんで（由来して）」という意味をもち、動詞 was を修飾しています。 

〇 従属節は、the soup が S（主語）、 was が V（動詞）、 popular が C（補語）です。 

〇 because は、理由を表す接続詞で、「～だから」という意味をもちます。 
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〇 people が S（主語）、 call が V（動詞）、 eating places が O（目的語）、“restaurant,” 

が C（補語）です。 

〇 eating  places = “restaurant.” の関係です。 

〇 not the soup は修飾語で副詞のはたらきです。 

「スープではなく」という意味をもち、対比を強調しています。 

〇 Nowadays は副詞です。「今では」という意味をもち、文全体を修飾しています。 
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〇 Bob and his mother が S（主語）、 waited が V（動詞）です。 

〇 at Fukuoka Airport は修飾語で副詞のはたらきです。 

「福岡空港で」という意味をもち、動詞 waited の場所を説明しています。 

〇 for a long time は修飾語で副詞のはたらきです。 

「長い間」という意味をもち、動詞 waited の期間を説明しています。 
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〇 この文は 2 つの節で構成され、 but によって結ばれています。 

〇 第 1 の節は、a lot of people が S（主語）、 were が V（動詞）です。  

〇 there は存在を示す形式的な主語です。 

文法上は主語の位置を埋める役割を果たしますが、文の意味上の主語ではありません。 

〇 at the airport は修飾語で副詞のはたらきです。 

「空港で」という意味をもち、動詞 were の場所を説明しています。 

〇 第 2 の節は、many chairs が S（主語）、 weren’t が V（動詞）です。 

〇 there は存在を示す形式的な主語です。 

〇 but は「しかし」という意味をもち、前の文との対比を強調しています。 

 

 

〇 they が S（主語）、 had to stand が V（動詞）です。 

〇 So は「そのため」という意味をもち、結果を示しています。 
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〇 この文は、主節に直接話法が続く構造です。 

直接話法は、引用符（“ ”）を使い、話した言葉をそのまま引用する方法です。 

〇 主節は、Bob が S（主語）、said が V（動詞）です。 

〇 直接話法内には、2 つの文が含まれています。 

〇 直接話法内の 1 文目は、 We が S（主語）、 came が V（動詞）です。 

〇 here は副詞です。「ここに」という意味をもち、動詞 came の場所を説明しています。 

〇 nine hours ago は修飾語で副詞のはたらきです。 

「9 時間前に」という意味をもち、動詞 came の時間を説明しています。 

〇 直接話法内の 2 文目は、 our plane が S（主語）、 will take off が V（動詞）です。 

〇 here は副詞です。 「ここに」という意味をもち、動詞 came の場所を説明しています。 

〇 When は時間をたずねる疑問詞で、「いつ」という意味をもちます。 
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〇 they が S（主語）、 heard が V（動詞）、 the news O（目的語）です。 

〇 just then は修飾語で副詞のはたらきです。 

「ちょうどそのとき」という意味をもち、動詞 heard の時間を説明しています。 

 

 

〇 この文は、主節に直接話法が続く構造です。 

直接話法は、引用符（“ ”）を使い、話した言葉をそのまま引用する方法です。 

〇 主節は、a woman が S（主語）、said が V（動詞）です。 

〇 直接話法内の文は、 The plane が S（主語）、 will take off が V（動詞）です。 

〇 soon は副詞です。「まもなく」という意味をもち、動詞 will take off の時間を説明し

ています。 

  

                        
                

                        
                   
                   

                          

                     
                       
             

                               

          
                                   

                          
                         

                        



【Active Study G2 文構造解説】講座４ There is [are] ～（p.33） 

 

 5 / 5 

 

 

〇 the plane が S（主語）、 left が V（動詞）、 Fukuoka Airport が O（目的語）です。 

〇 Two hours later は修飾語で副詞のはたらきです。 

「2 時間後に」という意味をもち、動詞 left の時間を説明しています。 

〇 at last は修飾語で副詞のはたらきです。 

「ついに」という意味をもち、動詞 left を修飾しています。 
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〇 この文は、主節 “We see many kinds of tomatoes” と従属節 “when we go to a 

supermarket” の 2 つの部分からなる複文です。 

〇 主節は、We が S（主語）、 see が V（動詞）、 many kinds が O（目的語）です。 

〇 of tomatoes は修飾語で形容詞のはたらきです。 many kinds を説明しています。 

〇 従属節は、We が S（主語）、 go が V（動詞）です。 

〇 to a supermarket は修飾語で副詞のはたらきです。 

「スーパーへ」という意味をもち、動詞 go の場所を説明しています。 

〇 when は、時間を表す接続詞で、「～するとき」という意味をもちます。 
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〇 この文は、主節 “we often eat  tomatoes” と従属節 “Even when we go to a restaurant”

の 2 つの部分からなる複文です。 

〇 主節は、We が S（主語）、 eat が V（動詞）、 tomatoes が O（目的語）です。 

〇 often は副詞です。「よく（しばしば）」という意味をもち、動詞 eat の頻度を説明して

います。 

〇 従属節は、ｗe が S（主語）、go が V（動詞）です。 

〇 to a restaurant は修飾語で副詞のはたらきです。 

「レストランへ」という意味をもち、動詞 go の場所を説明しています。 

〇 when は、時間を表す接続詞で、「～するとき」という意味をもちます。 

〇 Even は副詞です。「～でさえ、～の場合でも」という意味をもち、強調しています。 
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〇 people が S（主語）、 enjoyed が V（動詞）、 looking at them が O（目的語）です。 

※ looking は動名詞です。 

〇 at them は修飾語で副詞のはたらきです。 

「それらを」という意味をもち、動詞 look（looking） の対象を説明しています。 

〇 as a kind of flower は修飾語で副詞のはたらきです。 

〇 of flower は修飾語で形容詞のはたらきです。 a kind を説明しています。 

「花の一種として」という意味をもち、どのように（見ているか）を説明しています。 

〇 However は「しかしながら」という意味をもち、前の文との対比を示しています。 

〇 in the past は修飾語で副詞のはたらきです。 

    「過去に」という意味をもち、動詞 enjoyed の時間を説明しています。 

  

                            
                       
               

                      
               
                           

                                    



【Active Study G2 文構造解説】講座 5 接続詞 when, if, because, that（p.41） 

 

 4 / 5 

 

 

〇 この文は、主節 “People thought tomatoes were poisonous” と従属節 “because they 

were red and very sour” の 2 つの部分からなる複文です。 

〇 主節は、People が S（主語）、 thought が V（動詞）、 tomatoes were poisonous が 

O（目的語）です。 

〇 tomatoes were poisonous は、主語と動詞をふくむ節（名詞節）です。 

tomatoes が S（主語）、 were が V（動詞）、 poisonous が C（補語）です。 

〇 従属節は、they が S（主語）、 were が V（動詞）、 red と sour が C（補語）です。 

〇 very は副詞で、 形容詞 sour を強調しています。 

〇 because は、理由を表す接続詞で、「～だから」という意味をもちます。 

 

〇 some people が S（主語）、 tried が V（動詞）、 eating them が O（目的語）です。 

〇 eating は動名詞です。 them はトマトを指しています。 

                                             
                                   
              

                                
                               

                                          

                                             

                                

                              
                    

              
                

                    



【Active Study G2 文構造解説】講座 5 接続詞 when, if, because, that（p.41） 

 

 5 / 5 

 

 

〇 people が S（主語）、 found が V（動詞）、 that they were not only safe but also 

delicious が O（目的語）です。 

〇 that they were not only safe but also delicious は、主語と動詞をふくむ節（名詞節）です。 

 they が S（主語）、 were が V（動詞）、 safe と delicious が C（補語）です。 

〇 not only... but also.. は、「～だけでなく…も」という強調表現です。 

〇 As a result は修飾語で副詞のはたらきです。 

「その結果」という意味をもち、文全体を修飾しています。 

 

〇 We が S（主語）、 are が V（動詞）、 grateful が C（補語）です。 

〇 that some people tried tomatoes for the first time は主語と動詞をふくむ節（名詞節）です。 

some people が S（主語）、 tried が V（動詞）、 tomatoes が O（目的語）です。 

〇 for the first time は修飾語で副詞のはたらきです。 

「初めて」という意味をもち、動詞 tried を修飾しています。 

〇 that は、名詞節を導く接続詞で、「～ということ」という意味をもちます。 

                          
                                                 

                                          
                  

                                              

                                          

                         
                           

                                         

                                     

                                            
                  

                              
                  

                               
                              

                                     

                              



【Active Study G2 文構造解説】講座 6 助動詞 can, may , must（p.49） 

 

 1 / 4 

 

 

〇 We が S（主語）、 have が V（動詞）、 a short trip が O（目的語）です。 

〇 Today は副詞です。「今日」という意味をもち、文全体を修飾しています。 

 

 

〇 You が S（主語）、 can  go が V（動詞）です。 

〇 anywhere は副詞です。「どこへでも」という意味をもち、動詞 can go を修飾しています。 

〇 around this town は修飾語で副詞のはたらきです。 

「この町中」という意味をもち、動詞 can go の場所を説明しています。 

 

 

〇 This town が S（主語）、 has が V（動詞）、 a lot of traditional buildings が O（目

的語）です。 

〇 a lot of は 「たくさんの」という意味をもち、buildings を修飾しています。 

〇 traditional は 「伝統的な」という意味をもち、buildings を修飾しています。 
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【Active Study G2 文構造解説】講座 6 助動詞 can, may , must（p.49） 

 

 2 / 4 

 

 

〇 you が S（主語）、 Can ～ see が V（動詞）、 that tall building が O（目的語）です。 

〇 over there は修飾語で副詞のはたらきです。 

「あちらに（向こうに）」という意味をもち、動詞 can see の場所を説明しています。 

 

 

〇 That が S（主語）、 is が V（動詞）、 the library が C（補語）です。 

〇 That = the library の関係です。 

 

 

〇 この文は 2 つの節で構成され、and によって結ばれています。 

〇 第 1 の節は、It が S（主語）、 is が V（動詞）、 three hundred years old が C（補

語）です。 

It は the library を指しています。  

〇 第 2 の節は、it が S（主語）、 has が V（動詞）、 a long history が O（目的語）です。 

  It は同じく the library を指しています。 

                         
                          

                         
                     
                    

                   

                     
                   

                      

         

                              

                         
                             
                     

                          
                      
                        

                    



【Active Study G2 文構造解説】講座 6 助動詞 can, may , must（p.49） 

 

 3 / 4 

 

〇 Remember が V（動詞）です。 

〇 命令文で、「覚えておいて」「忘れないで」という意味をもちます。 

 （主語は省略されていますが、あなたに向けた指示を表しています） 

 

 

〇 You が S（主語）、 must not eat と drink が V（動詞）です。 

〇 in such old buildings は修飾語で副詞のはたらきです。 

「そのような古い建物の中で」という意味をもち、動詞 must not eat or drink の場所を

説明しています。 

  

                  

                                
                               

           

                                    

                                  
                       
                               

                              



【Active Study G2 文構造解説】講座 6 助動詞 can, may , must（p.49） 

 

 4 / 4 

 

 

〇 The newspaper が S（主語）、 says が V（動詞）、 it may rain today が O（目的語）

です。 

〇 it may rain today は主語と動詞をふくむ節（名詞節）です。 

 it が S（主語）、 may rain が V（動詞）です。 

〇 today は副詞です。「今日」という意味をもち、動詞 may rain の時間を説明しています。 

 

 

〇 bring が V（動詞）、 your umbrella が O（目的語）です。 

〇 命令文で、「持っていきなさい」という意味をもちます。 

 （主語は省略されていますが、あなたに向けた指示を表しています） 

〇 with you は修飾語で副詞のはたらきです。 

「あなたと一緒に」という意味をもち、動詞 bring を修飾しています。 

〇 So は接続詞で、「だから（なので）」という意味をもち、前文との因果関係を示してい

ます。 

                               
                        

                
                  

                          

            
             
                     

                           

                                   

                           
                               

                       
                  
                

                            
                

               



【Active Study G2 文構造解説】講座 7 特別な意味を持つ助動詞の疑問文（p.57） 

 

 1 / 5 

 

 

① One day, 

〇 修飾語で副詞のはたらきです。「ある日」という意味をもち、文全体の時を表しています。 

  文の先頭に置くことで、「ある日、～」という 時の情報 を強調しています。 

② A man talked to a woman, 

〇 A man が S（主語）、 talked が V（動詞）です。 

〇 to a woman は修飾語で副詞のはたらきです。 

「ある女性に」という意味をもち、動詞 talked を修飾しています。 

③ Will you help me? 

〇 you が S（主語）、 Will ～ help が V（動詞）、 me が O（目的語）です。 

④ Could you tell me the way to the department store? 

〇 you が S（主語）、 Could ～ tell が V（動詞）です。 

〇 tell のあとに、2 種類の O（目的語）が続いています。 

〇 me は 「教える相手：誰（間接 O）」を示しています。 

〇 the way は「教える内容：何（直接 O）」を示しています。 

〇 to the department store は修飾語で形容詞のはたらきです。 the way を修飾しています。 
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【Active Study G2 文構造解説】講座 7 特別な意味を持つ助動詞の疑問文（p.57） 

 

 2 / 5 

 

 

① She answered, 

〇 She が S（主語）、 answered が V（動詞）です。 

② Sure.  

〇 「もちろん」という意味の簡潔な肯定の返事を示しています。 

③ Shall I draw a map for you? 

〇 I が S（主語）、 Shall ～ draw が V（動詞）、 a map が O（目的語）です。 

〇 for you は修飾語で副詞のはたらきです。 

「あなたのために」という意味をもち、動詞 draw を修飾しています。 

 

① But 

〇 「しかし」「でも」という意味をもつ接続詞です。 

前の文と対比・対照の関係を示すために使われています。 

② She didn’t have a pen. 

〇 She が S（主語）、 didn’t have が V（動詞）、 a pen が O（目的語）です。 

                                    

              
                            

      
                             

                            
                                         
                       
                                 

                    

    
                      
                          

                       
                                            



【Active Study G2 文構造解説】講座 7 特別な意味を持つ助動詞の疑問文（p.57） 

 

 3 / 5 

 

① She asked, 

〇 She が S（主語）、 asked が V（動詞）です。 

② Can I use your pen? 

〇 I が S（主語）、 Can ～ use が V（動詞）、 your pen が O（目的語）です。 

 

 

① But 

〇 「しかし」「でも」という意味をもつ接続詞です。 

  前の文と対比・対照の関係を示すために使われています。 

② he didn’t have one, either. 

〇 he が S（主語）、 didn’t have が V（動詞）、 one が O（目的語）です。 

〇 one は前の文に出てきた a pen を指しています。 

〇 either は副詞です。否定文の最後に置かれ、「～もまた～ない」という意味を加えます。 

 

 

                            

           
                         

                    
                                         

                     

    
                      
                          

                            
                                         
                          
             
                               



【Active Study G2 文構造解説】講座 7 特別な意味を持つ助動詞の疑問文（p.57） 

 

 4 / 5 

 

 

① He said, 

〇 He が S（主語）、 said が V（動詞）です。 

② Shall we go somewhere and get a pen? 

〇 we が S（主語）、 Shall ～ go (and) get が V（動詞）です。 

〇 a pen は動詞 get の O（目的語）です。 

〇 somewhere は副詞です。「どこかへ」という意味をもち、動詞 go を修飾しています。 

③ Oh, there is a department store over there. 

〇 Oh は「ああ」「おや」などの感情を表す表現です。 

〇 a department store が S（主語）、 is が V（動詞）です。 

〇 over there は修飾語で副詞のはたらきです。 

「あそこに」という意味をもち、動詞 is を修飾しています。 

〇 there は「～がある」という存在を表現しています。 

  

                                       
      

         
                       

                                     
                                     
                      
                
                            



【Active Study G2 文構造解説】講座 7 特別な意味を持つ助動詞の疑問文（p.57） 

 

 5 / 5 

 

 

① She said, 

〇 She が S（主語）、 said が V（動詞）です。 

② Great. 

〇 「すばらしい」という意味の喜びや満足を表す表現です。 

③ Now I don’t have to get a pen! 

〇 I が S（主語）、 don’t have to get が V（動詞）、 a pen が O（目的語）です。 

〇 Now は副詞です。「今では、今はもう」という意味をもち、文全体を修飾しています。 

                                    

          
                        

       
                           

                               
                                                
          
                               



【Active Study G2 文構造解説】講座 8 不定詞 名詞的用法（p.65） 

 

 1 / 6 

 

 

〇 I が S（主語）、 am（’m） が V（動詞）、 Mari が C（補語）です。 

〇 I = Mari の関係です。 

 

 

〇 I が S（主語）、 like が V（動詞）、 to take pictures が O（目的語）です。 

〇 to take pictures は「写真を撮ること」という意味で、名詞として扱っています。 

 

 

〇 My dream が S（主語）、 is が V（動詞）、 to be a professional photographer が C

（補語）です。 

〇 to be a professional photographer は「プロの写真家になること」という意味で、名詞

として扱っています。 

〇 My dream = to be a professional photographer の関係です。to be a professional 

photographer が 主語 My dream の内容を説明する補語になっています。 
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【Active Study G2 文構造解説】講座 8 不定詞 名詞的用法（p.65） 

 

 2 / 6 

 

 

〇 To take pictures in nature が S（主語）、 is が V（動詞）、 interesting が C（補語）

です。 

〇 To take pictures in nature は「自然の中で写真を撮ること」という意味で、名詞として

扱っています。 

〇 in nature は修飾語で副詞のはたらきです。 

「自然の中で」という意味をもち、動詞 take を修飾しています。 

〇 To take pictures in nature = interesting の関係です。 

interesting が 主語 To take pictures in nature の性質を説明する補語になっています。 

  

                    

                                           
                    

                                             
                

                         
                               

                                               
                                                
          



【Active Study G2 文構造解説】講座 8 不定詞 名詞的用法（p.65） 

 

 3 / 6 

 

 

① I like rainbows, 

〇 I が S（主語）、 like が V（動詞）、 rainbows が O（目的語）です。 

② but it is difficult to see rainbows at night. 

〇 but は、前の文と対比を示すために使われています。 

〇 to see rainbows at night が S（主語）、 is が V（動詞）、 difficult が C（補語）です。 

〇 It は形式主語で、実際の意味をもちません。 

〇 to see rainbows at night は「夜に虹を見ること」という意味で、名詞として扱っています。 

〇 at night は修飾語で副詞のはたらきです。 

「夜に」という意味をもち、動詞 see を修飾しています。 

〇 to see rainbows at night = difficult の関係です。 

difficult が 主語 to see rainbows at night の難易度を説明する補語になっています。 

  

                         

                 
                                      

                                              
                          
                                                           
                      
                                           
            

                        
                           

                                           
                                                
       



【Active Study G2 文構造解説】講座 8 不定詞 名詞的用法（p.65） 

 

 4 / 6 

 

 

① However, 

〇 However は副詞で、前の文（夜に虹を見るのは難しい）との対比を示しています。 

② We might see a rainbow at night. 

〇 We が S（主語）、 might see が V（動詞）、 a rainbow が O（目的語）です。 

〇 at night は修飾語で副詞のはたらきです。 

「夜に」という意味をもち、動詞 see を修飾しています。 

 

 

〇 This が S（主語）、 is が V（動詞）、 a moonbow が C（補語）です。 

〇 This = a moonbow の関係です。 

  

                         

         
                                  
       

                                 
                                             
                        
                           

        

                                       

                       



【Active Study G2 文構造解説】講座 8 不定詞 名詞的用法（p.65） 

 

 5 / 6 

 

 

① If you are lucky, 

〇 you が S（主語）、 are が V（動詞）、 lucky が C（補語）です。 

〇 you = lucky の関係です。 

〇 If は「もし～なら」という意味の接続詞で、条件を表しています。 

② you may see one especially in a dark place on a misty, full moon night. 

〇 you が S（主語）、 may see が V（動詞）、 one が O（目的語）です。 

〇 one は、a rainbow を指しています。 

〇 especially は「特に」という意味の副詞で、動詞 see を修飾しています。 

〇 in a dark place は修飾語で副詞のはたらきです。 

「暗い場所で」という意味をもち、動詞 see を修飾しています。 

〇 on a misty, full moon night は修飾語で副詞のはたらきです。 

「霧のかかった満月の夜」という意味をもち、動詞 see を修飾しています。 

  

                                      
       

                  
                                   
                  
                                



【Active Study G2 文構造解説】講座 8 不定詞 名詞的用法（p.65） 

 

 6 / 6 

 

 

〇 People が S（主語）、 believe が V（動詞） 、 moonbows bring good luck が O（目

的語）です。 

〇 in Hawaii は修飾語で形容詞のはたらきです。 People を修飾しています。 

〇 moonbows bring good luck は believe のO（目的語）の役割をする名詞節です。 

〇 moonbows が S（主語）、 bring が V（動詞）、 good luck がO（目的語）です。 

 

① Someday, 

〇 Someday は「いつの日か」という意味の副詞で、文全体を修飾しています。 

② I want to take pictures of moonbows. 

〇 I が S（主語）、 want が V（動詞）、 to take pictures of moonbows が O（目的語）です。 

〇 to take pictures of moonbows は「月虹の写真を撮ること」という意味で、名詞として

扱っています。 

〇 of moonbows は修飾語で形容詞のはたらきです。 pictures を修飾しています。 

                         

                            
                                  

                                         

                                              
      

                                               

                  

         
                                      

                                     
                    
                                      

                                             
            

                            
                 



【Active Study G2 文構造解説】講座 9 不定詞 副詞的用法（p.73） 

 

 1 / 4 

 

 

〇 Bob が S（主語）、 does が V（動詞）、 volunteer work が O（目的語）です。 

〇 does が主語の行為（すること）を表し、目的語 volunteer work がその対象を具体的に説明

しています。 

 

 

① Every Saturday, 

〇 修飾語で副詞のはたらきです。 

「毎週土曜日」という意味をもち、文全体の時を表しています。 

② Bob visits an old woman, Ms. Green. 

〇 Bob が S（主語）、 visits が V（動詞）、 an old woman, Ms. Green が O（目的語）です。 

〇 Ms. Green は an old woman を説明する同格表現です。 

  同格表現を使うことで、まとめて情報を提供できます。 

〇 to help her は「彼女を助けるために」という意味で、副詞のはたらきです。 

  動詞 visited の目的を説明しています。 
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【Active Study G2 文構造解説】講座 9 不定詞 副詞的用法（p.73） 

 

 2 / 4 

 

 

〇 He が S（主語）、 cleans と takes が V（動詞）です。 and によって、 cleans her 

room と takes her to the library and the supermarket がつながっています。 

① cleans her room 

〇 cleans が V（動詞）、 her room が O（目的語）です。 

② takes her to the library and the supermarket 

〇 takes が V（動詞）、 her が O（目的語）です。 

〇 to the library and the supermarket は修飾語で副詞のはたらきです。 

  動詞 takes の場所を説明しています。 

  

                                       
                                                    
         

                
                                

                                             
                          
                                             

                   

                                      



【Active Study G2 文構造解説】講座 9 不定詞 副詞的用法（p.73） 

 

 3 / 4 

 

 

① After shopping, 

〇 修飾語で副詞のはたらきです。 

「買い物のあとで」という意味をもち、文全体の時を表しています。 

② they talk a lot at her house. 

〇 they が S（主語）、 talk が V（動詞）です。 

○ a lot は副詞です。「たくさん」という意味で、動詞 talk を修飾しています。 

〇 at her house は修飾語で副詞のはたらきです。動詞 talk の場所を説明しています。 

 

〇 To listen to her が S（主語）、 is が V（動詞）、 an important part が C（補語）です。 

〇 To listen to her = an important part の関係です。 

① To listen to her 

〇 To listen to her は「彼女の話を聞くこと」という意味で、名詞として扱っています。 

〇 to her は修飾語で副詞のはたらきです。 

「彼女（の話）を」という意味をもち、動詞 listen を修飾しています。 

② an important part of Bob’s volunteer work 

〇 of Bob’s volunteer work は修飾語で形容詞のはたらきです。 

「ボブのボランティア活動の」という意味をもち、the way を修飾しています。 

                
               
                               

                              
                         
                                        
                            

                  

                         

                              
                        

                                    

              
                                 

            
                     
                                   

                                    
                                     
                       
               

                               



【Active Study G2 文構造解説】講座 9 不定詞 副詞的用法（p.73） 

 

 4 / 4 

 

 

〇 She が S（主語）、 talks が V（動詞）です。 

〇 with a big smile は修飾語で副詞のはたらきです。 

「大きな笑顔を浮かべながら」という意味をもち、動詞 talks を修飾しています。 

〇 on her face は修飾語で副詞のはたらきです。 

a big smile（大きな笑顔）を修飾し、「彼女の顔にある大きな笑顔」という意味を強調

しています。 

 

 

〇 Bob が S（主語）、is が V（動詞）、happy が C（補語）です。  

〇 to see her smile は「彼女の笑顔を見ることができて」という意味で、副詞のはたらき

です。 

形容詞 happy の感情の理由を説明しています。 
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〇 Aki が S（主語）、 has が V（動詞）、 a dog が O（目的語）です。 

 

 

〇 a lot of things が S（主語）、 are が V（動詞）です。 

〇 There は「～がある」という存在を表現するための形式主語です。（意味上の主語ではない） 

〇 to do for him は「彼のためにするべき」という意味で、形容詞のはたらきです。 

a lot of things を修飾しています。 

〇 for him は修飾語で副詞のはたらきです。 

「彼のために」という意味をもち、動詞 do を修飾しています。 
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【Active Study G2 文構造解説】講座 10 不定詞 形容詞的用法（p.81） 
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① But 

〇 「しかし」「でも」という意味をもつ接続詞です。前の文と対比を示しています。 

② he’s a member of her family. 

〇 he が S（主語）、 is（’s） が V（動詞）、 a member が C（補語）です。 

○ of her family は修飾語で形容詞のはたらきです。 

「彼女の家族の」という意味をもち、a member を修飾しています。 

 

 

〇 She が S（主語）、 likes が V（動詞）、 to take care of him が O（目的語）です。 

〇 to take care of him は「彼の世話をすること」という意味で、名詞として扱っています。 

○ of him は修飾語で形容詞のはたらきです。 

「彼の」という意味をもち、care を修飾しています。 
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① Her friend, Tom wants a dog, 

〇 Her friend が S（主語）、 wants が V（動詞）、 a dog が O（目的語）です。 

〇 Tom は Her friend を説明する同格表現です。 

同格表現を使うことで、1 つの文にまとめて情報を提供しています。 

② but his mother doesn’t. 

〇 his mother が S（主語）、 doesn’t が V（動詞）です。 

〇 want a dog のくり返しを避けるために、 doesn’t は doesn’t want a dog として機能し

ています。 

〇 but は、Her friend, Tom wants a dog と his mother doesn’t を結び、対照的な内容を

示しています。 

  

                             
                                             
                           
                               

                        
                                  
                                             
           

                                                        
              

                                       



【Active Study G2 文構造解説】講座 10 不定詞 形容詞的用法（p.81） 
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① His mother thinks, 

〇 His mother が S（主語）、 thinks が V（動詞）です。 

② We can't take a dog on our family trip. 

〇 We が S（主語）、 can't take が V（動詞）、 a dog が O（目的語）です。 

〇 on our family trip は修飾語で副詞のはたらきです。 

「家族旅行に」という意味をもち、動詞 take を修飾しています。 

 

 

① Aki said to Tom, 

〇 Aki が S（主語）、 said が V（動詞）です。 

〇 to Tom は修飾語で副詞のはたらきです。 

「トムに」という意味をもち、動詞 said を修飾しています。 
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② I have a good idea to tell her. 

〇 I が S（主語）、 have が V（動詞）、 a good idea が O（目的語）です。 

I ＝ Aki です。  

〇 to tell her は「彼女に伝える（ための）」という意味で、形容詞のはたらきです。 

a good idea を修飾しています。 

  her ＝ Tom’s mother です。 

③ There's a wonderful animal hotel in our city. 

〇 a wonderful animal hotel が S（主語）、 is が V（動詞）です。 

〇 in our city は修飾語で副詞のはたらきです。 

「私たちの街に」という意味をもち、動詞 is の場所を説明しています。 

〇 There は「～がある」という存在を表現するための形式主語です。（意味上の主語では

ない） 

④ During the trip, your pet can stay there. 

〇 your pet が S（主語）、 can stay が V（動詞）です。 

〇 there は副詞です。「そこに」という意味をもち、動詞 stay を修飾しています。 

〇 During the trip は修飾語で副詞のはたらきです。 

「旅行の間」という意味をもち、動詞 stay を修飾しています。 



【Active Study G2 文構造解説】講座 11 疑問詞＋不定詞（p.89） 

 

 1 / 7 

 

 

〇 Tom が S（主語）、is studying が V（動詞）、 Japanese が O（目的語）です。 

〇 at a college in Japan は修飾語で副詞のはたらきです。 

「日本にある大学で」という意味をもち、動詞 is studying の場所を説明しています。 

○ in Japan は修飾語で形容詞のはたらきです。 

「日本の」という意味をもち、a college を修飾しています。 
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【Active Study G2 文構造解説】講座 11 疑問詞＋不定詞（p.89） 
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〇 この文は、従属節 “When he doesn’t know something,” と主節 “people around him 

always tell him what to do” の 2 つの部分からなる複文です。 

① When he doesn’t know something, 

〇 when は、時間を表す接続詞で、「～するとき」という意味をもちます。 

〇 he が S（主語）、 doesn’t know が V（動詞）、 something が O（目的語）です。 

② people around him always tell him what to do 

〇 people が S（主語）、 tell が V（動詞）です。 

○ around him は修飾語で形容詞のはたらきです。 

「彼のまわりの」という意味をもち、people を修飾しています。 

○ tell のあとに、2 種類の O（目的語）が続いています。 

○ him は 「伝えた相手：誰（間接 O）」を示しています。 

○ what to do は「伝えたこと：何（直接 O）」を示しています。 

「何をすべきか」という意味で、名詞として扱っています。 

○ always は副詞です。「いつも」という意味をもち、動詞 tell を修飾しています。 

                                                    
                                                     

                                
                                   
                                                

                                     
     



【Active Study G2 文構造解説】講座 11 疑問詞＋不定詞（p.89） 
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〇 He が S（主語）、 thinks が V（動詞）、 Japanese people are very kind が O（目的

語）です。 

〇 Japanese people are very kind は主語と動詞をふくむ節（名詞節）です。 

〇 Japanese people が S（主語）、 are が V（動詞）、 very kind が C（補語）です。 

  



【Active Study G2 文構造解説】講座 11 疑問詞＋不定詞（p.89） 
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① Last Sunday, 

〇 修飾語で副詞のはたらきです。 

「先週の日曜日」という意味をもち、文全体の時を表しています。 

② he went to the library next to his town by train alone. 

〇 he が S（主語）、 went が V（動詞）です。 

〇 to the library next to his town は修飾語で副詞のはたらきです。 

「彼の町の隣にある図書館へ」という意味をもち、動詞 went を修飾しています。 

○ next to his town は修飾語で形容詞のはたらきです。 

「彼の町の隣にある」という意味をもち、the library を修飾しています。 

〇 by train は修飾語で副詞のはたらきです。 

「電車で」という意味をもち、動詞 went を修飾しています。 

○ alone は副詞です。「一人で」という意味をもち、動詞 went を修飾しています。 

  

             
               
                              

                                 



【Active Study G2 文構造解説】講座 11 疑問詞＋不定詞（p.89） 
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① On his way home, 

〇 修飾語で副詞のはたらきです。 

「彼の帰る途中」という意味をもち、動詞 got lost を修飾しています。 

② he got lost. 

〇 he が S（主語）、 got が V（動詞）、 lost が C（補語）です。 

  

                 
               
                                    

             
                                 

                 



【Active Study G2 文構造解説】講座 11 疑問詞＋不定詞（p.89） 
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① At that time, 

〇 修飾語で副詞のはたらきです。「その時」という意味をもち、動詞 talked を修飾して

います。 

② a Japanese woman talked to him, 

〇 a Japanese woman が S（主語）、 talked が V（動詞）です。 

〇 to him は修飾語で副詞のはたらきです。 

「彼に」という意味をもち、動詞 talked を修飾しています。 

③ “What’s wrong with you?” 

〇 What が S（主語）、 is（’s） が V（動詞）、 wrong が C（補語）です。 

〇 to him は修飾語で副詞のはたらきです。 

「あなたに関して」という意味をもち、形容詞 wrong を修飾しています。 
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〇 she が S（主語）、told が V（動詞）です。 

○ told のあとに、2 種類の O（目的語）が続いています。 

○ him は 「教えた相手：誰（間接 O）」を示しています。 

○ how to get to the station は「教えたこと：何（直接 O）」を示しています。 

「どのように駅へ行くか」という意味で、名詞として扱っています。 

〇 to the station は修飾語で副詞のはたらきです。 

「駅へ」という意味をもち、動詞 get の場所を説明しています。 

                        

                            

                           

                                            
                               

                            
                              

                         



【Active Study G2 文構造解説】講座 12 動名詞（p.97） 
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〇 Ken が S（主語）、 went が V（動詞）です。 

〇 to a Chinese family’s house は修飾語で副詞のはたらきです。 

「中国人家族の家に」という意味をもち、動詞 went を修飾しています。 

〇 for a homestay は修飾語で副詞のはたらきです。 

「ホームステイのために」という意味をもち、動詞 went を修飾しています。 
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【Active Study G2 文構造解説】講座 12 動名詞（p.97） 
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① The daughter, Chiling, could speak English 

〇 The daughter, Chiling が S（主語）、 could speak が V（動詞）、 English が O（目的

語）です。 

〇 Chiling は The daughter を説明する同格表現です。 

同格表現を使うことで、1 つの文にまとめて情報を提供できます。 

② so he started talking with her in English. 

〇 so は、2 つの文をつなぎ、前の内容を受けて、その結果こうなるという意味を表して

います。 

〇 he が S（主語）、 started が V（動詞）、 talking with her in English が O（目的語）です。 

〇 talking with her in English は「彼女と英語で話すこと」という意味で、動作を名詞とし

て扱っています。 

〇 with her は修飾語で副詞のはたらきです。 talk（＝talking） の相手を説明しています。 

〇 in English は修飾語で副詞のはたらきです。 talk（＝talking） の手段を説明しています。 
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① She said, 

〇 She が S（主語）、 said が V（動詞）です。 

② We can understand each other by speaking English. 

〇 We が S（主語）、 can understand が V（動詞）、 each other が O（目的語）です。 

〇 by speaking English は修飾語で副詞のはたらきです。 

「英語を話すことで」という意味をもち、understand を修飾しています。 

〇 speaking English は「英語を話すこと」という意味で、動作を名詞として扱っています。 

③ We’ll be friends forever. 

〇 We が S（主語）、 will be が V（動詞）、 friends が C（補語）です。 

〇 forever は副詞です。「永遠に」という意味をもち、動詞 be を修飾しています。 
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① After coming back to Japan, 

〇 coming back to Japan は「日本に帰ること」という意味で、動作を名詞として扱ってい

ます。 

〇 to Japan は修飾語で副詞のはたらきです。 

「日本に」という意味をもち、come back を修飾しています。 

〇 After は副詞で「～の後で」を示すために使われています。 

② Ken often remembers her words. 

〇 Ken が S（主語）、 remembers が V（動詞）、 her words が O（目的語）です。 

〇 often は副詞です。「よく」という意味をもち、動詞 remembers を修飾しています。 
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① He studies English hard 

〇 He が S（主語）、 studies が V（動詞）、 English が O（目的語）です。 

〇 hard は副詞です。「一生懸命に」という意味をもち、動詞 studies を修飾しています。 

② to have a lot of chances to speak with people all over the world. 

〇 「世界中の人と話すためのたくさんの機会を得るために」という意味で、副詞のはたら

きです。動詞 studies の目的を説明しています。 

〇 to speak with people all over the world は「世界中の人と話すための」という意味で、

形容詞のはたらきです。 a lot of chances を修飾しています。 

〇 with people all over the world は修飾語で副詞のはたらきです。動詞 speak を修飾して

います。 

〇 all over the world は修飾語で形容詞のはたらきです。 people を修飾しています。 

                                     
    

                        
                                         
           
                                  



【Active Study G2 文構造解説】講座 13 動名詞と不定詞（p.105） 
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① During cold seasons, 

〇 修飾語で副詞のはたらきです。「寒い季節には」という意味をもち、動詞 wear を修飾

しています。 

② a lot of people wear sweaters. 

〇 a lot of people が S（主語）、 wear が V（動詞）、 sweaters が O（目的語）です。 

 

 

〇 The name が S（主語）、 comes が V（動詞）です。 

〇 from “to sweat” は修飾語で副詞のはたらきです。 

「汗をかくことから」という意味をもち、動詞 comes の由来・出所を説明しています。 

〇 to sweat は「汗をかくこと」という意味で、名詞として扱っています。 

 

〇 you が S（主語）、（Do ～）know が V（動詞）、 the reason が O（目的語）です。 

〇 Do は助動詞で、主語の前に置くことで疑問文を形成します。 

   know の有無をたずねる文になっています。 
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【Active Study G2 文構造解説】講座 13 動名詞と不定詞（p.105） 
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① In 1891, 

〇 修飾語で副詞のはたらきです。動詞 started を修飾しています。 

② football players in America started wearing a special warm uniform. 

〇 football players が S（主語）、 started が V（動詞）、 wearing a special warm uniform 

が O（目的語）です。 

〇 wearing a special warm uniform は「特別な暖かいユニフォームを着ること」という意

味で、動作を名詞として扱っています。 

〇 in America は修飾語で形容詞のはたらきです。 football players を説明しています。 

 

 

〇 Athletes が S（主語）、 avoid が V（動詞）、 using a computer が O（目的語）です。 

〇 gaining weight は「体重を増やすこと」という意味で、動作を名詞として扱っています。 

〇 to improve their performance は「パフォーマンスを向上させるために」という意味

で、副詞のはたらきです。動詞 avoid の目的を説明しています。 
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〇 To lose weight が S（主語）、 is が V（動詞）、 important が C（補語）です。 

〇 To lose weight は「体重を減らすこと」という意味で、名詞として扱っています。 

〇 for them は修飾語で副詞のはたらきです。 

「彼らにとって」という意味をもち、動詞 important を修飾しています。 

〇 To lose weight = important の関係です。 

important が 主語 To lose weight の状態・性質を説明する補語になっています。 
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① So, 

〇 前の文の結果として、この文が続くことを示す接続詞です。 

② the players planned to sweat a lot by wearing the uniform while they were training 

〇 the players が S（主語）、 planned が V（動詞）、 to sweat a lot by wearing the 

uniform while they were training が O（目的語）です。  

〇 to sweat a lot by wearing the uniform while they were training は「トレーニング中にそ

のユニフォームを着ることでたくさん汗をかくこと」という意味で、名詞として扱ってい

ます。 

〇 a lot は修飾語で副詞のはたらきです。 

「たくさん」という意味をもち、sweat の程度を説明しています。 

〇 by wearing the uniform while they were training は修飾語で副詞のはたらきです。 

「トレーニング中にそのユニフォームを着ることで」という意味をもち、 sweat を修飾

しています。 

〇 wearing the uniform は「そのユニフォームを着ること」という意味で、動作を名詞と

して扱っています。 
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〇 while they were training は主語と動詞をふくむ節です。 

「トレーニングしている間に」という意味をもち、wearing を修飾しています。 

〇 they が S（主語）、 were training が V（動詞）です。 

〇 while は、時を表す接続詞で、「～している間」という意味をもちます。 

 

 

① In this way, 

〇 修飾語で副詞のはたらきです。 

「このようにして」という意味で、weren’t を修飾しています。 

② sweaters weren’t originally winter clothing. 

〇 sweaters が S（主語）、 weren’t が V（動詞）、 winter clothing が C（補語）です。 

〇 originally は副詞です。「もともとは」という意味をもち、動詞 weren’t を修飾してい

ます。 

                         

             
               
                                

                                             
                              
                        

                 
                                  



【Active Study G2 文構造解説】講座 14 形容詞・副詞（p.113） 
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〇 Mike が S（主語）、 came が V（動詞）です。 

〇 to Japan は修飾語で副詞のはたらきです。 

「日本に」という意味をもち、came を修飾しています。 

〇 from America は修飾語で副詞のはたらきです。 

「アメリカから」という意味をもち、came を修飾しています。 

〇 a few years ago は修飾語で副詞のはたらきです。 

「数年前に」という意味をもち、came を修飾しています。 
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① He said, 

〇 He が S（主語）、 said が V（動詞）です。 

② “When we paint the sun, 

〇 主語と動詞をふくむ節です。 

  we が S（主語）、 paint が V（動詞）、 the sun が O（目的語）です。 

「私たちは太陽を描くとき」という意味をもち、use を修飾しています。 

③ we usually use yellow. 

〇 we が S（主語）、 use が V（動詞）、 yellow が O（目的語）です。 

〇 usually は副詞です。「たいてい」という意味をもち、動詞 use を修飾しています。 

 

 

④ But you usually use red in Japan. 

〇 you が S（主語）、 use が V（動詞）、 red が O（目的語）です。 

〇 usually は副詞です。「たいてい」という意味をもち、動詞 use を修飾しています。 

〇 in Japan は修飾語で副詞のはたらきです。 

「日本では」という意味をもち、動詞 use を修飾しています。 
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⑤ And a lot of people in America use white for the moon, 

〇 a lot of people が S（主語）、 use が V（動詞）、 white が O（目的語）です。 

〇 in America は修飾語で形容詞のはたらきです。 a lot of people を説明しています。 

〇 for the moon は修飾語で副詞のはたらきです。 

「月（のため）に」という意味をもち、動詞 use を修飾しています。 

⑥ but Japanese people use yellow. 

〇 Japanese people が S（主語）、 use が V（動詞）、 yellow が O（目的語）です。 
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⑦ Also a rainbow has seven colors in Japan, 

〇 a rainbow が S（主語）、 has が V（動詞）、 seven colors が O（目的語）です。 

〇 in Japan は修飾語で副詞のはたらきです。 

「日本では」という意味をもち、動詞 has を修飾しています。 

⑧ but a lot of American children think it has six. 

〇 a lot of American children が S（主語）、 think が V（動詞）、 it has six が O（目的

語）です。 

〇 it has six は主語と動詞をふくむ節（名詞節）です。 

it が S（主語）、 has が V（動詞）、six が O（目的語）です。 

〇 six = six colors です。 
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〇 Comparing different views between two countries が S（主語）、 is が V（動詞）、 fun 

が C（補語）です。 

〇 Comparing different views between two countries は「２つの国の異なる考えを比較す

ること」という意味で、動作を名詞として扱っています。 

〇 between two countries は修飾語で形容詞のはたらきです。 

   different views を説明しています。 

〇 Comparing different views between two countries = fun の関係です。 

  fun が Comparing different views between two countries の性質を説明する補語になっ

ています。 
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〇 many differences が S（主語）、are が V（動詞）です。 

〇 between Earth and Mars は修飾語で形容詞のはたらきです。 

「地球と火星の間に」という意味をもち、 many differences を説明しています。 

〇 There は「～がある」という存在を表現するための形式主語です。（意味上の主語では

ない） 

 

 

① Mars is a small planet, 

〇 Mars が S（主語）、 is が V（動詞）、 a small planet が C（補語）です。 

② and it is smaller than Earth. 

〇 it が S（主語）、 is が V（動詞）、 smaller が C（補語）です。 

〇 この文の it は Mars を指しています。 

〇 than Earth は修飾語で副詞のはたらきです。 

「地球より」という意味をもち、 smaller の比較の対象を示しています。 
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① To go around the sun, 

〇 to go around the sun は「太陽のまわりを回るために」という意味で、副詞のはたらき

です。 

「Earth needs ～」の動詞 needs と「Mars needs ～」の動詞 needs を修飾しています。 

② Earth needs 365 days, 

〇 Earth が S（主語）、 needs が V（動詞）、 365 days が O（目的語）です。 

③ and Mars needs 687 days. 

〇 Mars が S（主語）、 needs が V（動詞）、 687 days が O（目的語）です。 
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① The highest mountain on Mars is about 27,000 meters high, 

〇 The highest mountain が S（主語）、 is が V（動詞）、 about 27,000 meters high が C

（補語）です。 

〇 on Mars は修飾語で形容詞のはたらきです。 

「火星で」という意味をもち、The highest mountain を説明しています。 

② and it is higher than the highest mountain on Earth. 

〇 it が S（主語）、 is が V（動詞）、 higher が C（補語）です。 

〇 この文の it は the highest mountain on Mars を指しています。 

〇 than the highest mountain on Earth は修飾語で副詞のはたらきです。 

「地球で最も高い山より」という意味をもち、 higher の比較の対象を示しています。 

〇 on Earth は修飾語で形容詞のはたらきです。 

「地球で」という意味をもち、the highest mountain を説明しています。 
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① Earth has only one moon,  

〇 He が S（主語）、 has が V（動詞）、 one moon が O（目的語）です。 

〇 only は副詞です。「たった 1 つだけの」という意味をもち、形容詞 one を修飾してい

ます。 

② but Mars has two moons. 

〇 Mars が S（主語）、 has が V（動詞）、 two moons が O（目的語）です。 

〇 接続詞 but でつながれた 2 つの文は、対等に逆の意味で結ばれています。 
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① Today 

〇 副詞です。文の先頭に置くことで、「今日は」という 時の情報 を強調しています。 

② I am going to talk about popular things to do in our free time. 

〇 I が S（主語）、 am going to talk が V（動詞）です。 

〇 about popular things to do in our free time は修飾語で副詞のはたらきです。 

「ひまな時間にする人気のあることについて」という意味をもち、動詞 talk を修飾して

います。 

〇 to do は「するための」という意味で、形容詞のはたらきです。 

 popular things を修飾しています。 

〇 in our free time は修飾語で副詞のはたらきです。 

「ひまな時間に」という意味をもち、 do を修飾しています。 
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 2 / 5 

 

 

① Yesterday 

〇 副詞です。文の先頭に置くことで、「昨日」という 時の情報 を強調しています。 

② I asked thirty-two students in our class. 

〇 I が S（主語）、 asked が V（動詞）、 thirty-two students が O（目的語）です。 

〇 in our class は修飾語で形容詞のはたらきです。 

「私たちのクラスの」という意味をもち、 thirty-two students を説明しています。 

 

 

〇 What が S（主語）、 is が V（動詞）、 the most popular thing が C（補語）です。 

〇 to do は「するための」という意味で、形容詞のはたらきです。 

the most popular thing を修飾しています。 

〇 in our class は修飾語で形容詞のはたらきです。 

「私たちのクラスの」という意味をもち、 the most popular thing to do を説明しています。 

〇 What は疑問詞で、「何？」という意味をもちます。 

ここでは、主語として What = the most popular thing となります。 
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※ この文は主語や動詞などがなく、前の文の質問に対して、選択肢が複数示されています。 

〇 Playing sports は「スポーツをすること」という意味で、動作を名詞として扱っています。 

〇 listening to music は「音楽を聞くこと」という意味で、動作を名詞として扱っています。 

〇 reading books は「本を読むこと」という意味で、動作を名詞として扱っています。 

〇 playing video games は「テレビゲームをすること」という意味で、動作を名詞として

扱っています。 

 

 

〇 Listening to music が S（主語）、 is が V（動詞）、 the most popular thing が C（補

語）です。 

〇 Listening to music は「音楽を聞くこと」という意味で、動作を名詞として扱っています。 

〇 Listening to music = the most popular thing の関係です。 

the most popular thing が Listening to music の内容を説明する補語になっています。 
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① Over fifteen students said, 

〇 Over fifteen students が S（主語）、 said が V（動詞）です。 

② “I like to listen to music.” 

〇 I が S（主語）、 like が V（動詞）、 to listen to music が O（目的語）です。 

〇 to listen to music は「音楽を聞くこと」という意味で、名詞として扱っています。 

〇 to music は修飾語で副詞のはたらきです。 

「音楽を」という意味をもち、動詞 listen を修飾し、「何を聞くか」を説明しています。 

 

 

〇 Reading books が S（主語）、 is が V（動詞）、 more popular が C（補語）です。 

〇 Reading books は「本を読むこと」という意味で、動作を名詞として扱っています。 

〇 than playing sports は修飾語で副詞のはたらきです。 

「スポーツをすることより」という意味をもち、 more popular の比較の対象を示して

います。 

〇 playing sports は「スポーツをすること」という意味で、動作を名詞として扱っています。 
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〇 Playing sports が S（主語）、 is が V（動詞）、 popular が C（補語）です。 

〇 Playing sports は「スポーツをすること」という意味で、動作を名詞として扱っています。 

〇 1 つ目の as は副詞で、「同じくらい」という意味をもち、形容詞 popular を修飾し、

どのくらい popular かを説明しています。 

〇 as playing video games は修飾語で副詞のはたらきです。 

「テレビゲームをすることと同じくらい」という意味をもちます。 

〇 playing video games は「テレビゲームをすること」という意味で、動作を名詞として

扱っています。 
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〇 you が S（主語）、（do ～）like が V（動詞）、 to eat（Which）better for breakfast 

が O（目的語）です。 

〇 for breakfast は修飾語で副詞のはたらきです。 

「朝食に」という意味をもちます。ここでは、eat を修飾しています。 

〇 rice or bread はカンマ (,) を用いて Which の内容を補足します。「ご飯かパン」の選

択肢を提示しています。 

 

 

〇 I が S（主語）、 like が V（動詞）、 rice が O（目的語）です。 

〇 better は副詞です。「よりよく」という意味をもち、動詞 likes を修飾しています。 

〇 than bread は修飾語で副詞のはたらきです。 

「パンより」という意味をもち、 better の比較の対象を示しています。 
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〇 I が S（主語）、 worry が V（動詞）です。 

〇 about rice in Japan は修飾語で副詞のはたらきです。 

「日本の米について」という意味をもち、動詞 worry を修飾しています。 

〇 in Japan は修飾語で形容詞のはたらきです。 rice を説明しています。 

 

 

① First, 

〇 副詞です。「第一に」という意味をもち、文全体を修飾しています。 

② young Japanese people eat bread more often than rice now. 

〇 young Japanese people が S（主語）、 eat が V（動詞）、 bread が O（目的語）です。 

〇 more often は副詞です。「より頻繁に」という意味をもち、動詞 eat を修飾しています。 

〇 than rice は修飾語で副詞のはたらきです。 

「ご飯より」という意味をもち、more often の比較の対象を示しています。 

〇 now は副詞です。「今では」という意味をもち、文全体を修飾しています。 
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① Second, 

〇 副詞です。「第二に」という意味をもち、文全体を修飾しています。 

② a lot of young people want to work in big cities, 

〇 a lot of young people が S（主語）、 want が V（動詞）、 to work in big cities が O

（目的語）です。 

〇 to work in big cities は「大都市で働くこと」という意味で、名詞として扱っています。 

〇 in big cities は修飾語で副詞のはたらきです。 

「大都市で」という意味をもち、動詞 work を修飾しています。 

③ so they don’t make rice. 

〇 they が S（主語）、 don’t make が V（動詞）、 rice が O（目的語）です。 

〇 so は、2 つの文（「a lot ～」と「they don’t ～」）をつなぎ、前の内容を受けて、その

結果こうなるという意味を表しています。 
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① I think rice is one of the most important things for our culture, 

〇 I が S（主語）、 think が V（動詞）、 rice is one of the most important things for our 

culture,（so we should protect it）が O（目的語）です。 

② rice is one of the most important things for our culture 

〇 主語と動詞をふくむ節（名詞節）です。 

〇 rice が S（主語）、 is が V（動詞）、one が C（補語）です。 

〇 of the most important things for our culture は修飾語で形容詞のはたらきです。 

 one を説明しています。 

〇 for our culture は修飾語で形容詞のはたらきです。 

 the most important things を説明しています。 

③ so we should protect it. 

〇 we が S（主語）、 should protect が V（動詞）、 it が O（目的語）です。 

〇 it はここでは、 rice を指しています。 

〇 so は、2 つの文（「rice is ～」と「we should ～」）をつなぎ、前の内容を受けて、そ

の結果こうなるという意味を表しています。 
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〇 Tom が S（主語）、 saw が V（動詞）、 a shocking picture が O（目的語）です。 

〇 from a poor country は修飾語で形容詞のはたらきです。 

「貧しい国からの」という意味をもち、 a shocking picture を説明しています。 

 

 

〇 A lot of children が S（主語）、 were lying が V（動詞）です。 

〇 on the streets は修飾語で副詞のはたらきです。 

「通りに」という意味をもち、 were lying を修飾し、「どこで横たわっていたのか」を

説明しています。 
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① He learned, 

〇 He が S（主語）、 learned が V（動詞）です。 

② Some of the children have diseases, 

〇 Some of the children が S（主語）、 have が V（動詞）、 diseases が O（目的語）です。 

③ and they’re dying. 

〇 they が S（主語）、 are dying が V（動詞）です。  

④ They need medicine. 

〇 They が S（主語）、 need が V（動詞）、 medicine が O（目的語）です。 

 

 

〇 He が S（主語）、 found が V（動詞）、 a homepage が O（目的語）です。  

〇 on the Internet は修飾語で副詞のはたらきです。 

「インターネットで」という意味をもち、found を修飾しています。 

 

            
                          

                                    
                                       
                  

                   
                              

                    
                                         

                                     
               

                                         

                             
                                 

                           



【Active Study G2 文構造解説】講座 18 名詞・冠詞（p.145） 

 

 3 / 4 

 

 

① It said, 

〇 It が S（主語）、 said が V（動詞）です。 

この文の it は前の文の a homepage を指しています。 

② Save poor children. 

〇 命令文です。命令文では通常、主語 you が省略されます。 

Save が V（動詞）、poor children が O（目的語）です。 

 

 

③ In this campaign, 

〇 修飾語で副詞のはたらきです。 

「このキャンペーンでは」という意味をもち、collect を修飾しています。 

④ people collect plastic bottle caps. 

〇 people が S（主語）、 collect が V（動詞）、 plastic bottle caps が O（目的語）です。 
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⑤ With eight hundred caps, 

〇 修飾語で副詞のはたらきです。 

「800 個のキャップで」という意味をもち、 get / buy を修飾しています。 

⑥ they can get money 

〇 they が S（主語）、 can get が V（動詞）、 money が O（目的語）です。 

⑦ and buy medicine for a child. 

〇 buy が V（動詞）、 medicine が O（目的語）です。 

〇 接続詞 and によって、2 つの動詞（can get と buy）が同じ主語 they にかかっています。 

〇 for a child は修飾語で副詞のはたらきです。 

「1 人の子どものために」という意味をもち、buy を修飾しています。 
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〇 Ben が S（主語）、 stayed が V（動詞）です。 

〇 an American boy は Ben を説明する同格表現です。 

Ben がどんな人かを詳しく（追加情報）述べています。 

〇 with Hiroshi’s family は修飾語で副詞のはたらきです。 

「ヒロシの家族のもとで」という意味をもち、動詞 stayed を修飾しています。 

 

 

〇 Hiroshi’s grandmother が S（主語）、 lives が V（動詞）です。 

〇 alone は副詞です。「１人で」という意味をもち、動詞 lives を修飾しています。 

○ near the sea は修飾語で副詞のはたらきです。 

「海の近くに」という意味をもち、動詞 lives を修飾し、「どこに住んでいるか」を説明

しています。 
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〇 She が S（主語）、 works が V（動詞）です。 

〇 on her farm は修飾語で副詞のはたらきです。 

「自分の農場で」という意味をもち、動詞 works の場所を説明しています。 

〇 every day は修飾語で副詞のはたらきです。 

「毎日」という意味をもち、動詞 works の頻度を説明しています。 
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① One day in August, 

〇 修飾語で副詞のはたらきです。 

「8 月のある日」という意味をもち、文全体の時を表しています。 

② Ben visited her with Hiroshi for the first time. 

〇 Ben が S（主語）、 visited が V（動詞）、 her が O（目的語）です。 

〇 with Hiroshi は修飾語で副詞のはたらきです。 

「ヒロシといっしょに」という意味をもち、動詞 visited を修飾しています。 

〇 for the first time は修飾語で副詞のはたらきです。 

   「初めて、最初に」という意味をもち、動詞 visited を修飾しています。 

 

 

〇 She が S（主語）、 made が V（動詞）、 lunch が O（目的語）です。 

〇 for them は修飾語で副詞のはたらきです。 

「彼らのために」という意味をもち、動詞 made を修飾し、「誰のために（目的）」を説

明しています。 
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① “Help yourself,” 

〇 命令文です。命令文では通常、主語 you が省略されます。 

Help が V（動詞）、yourself が O（目的語）です。 

② she said in English. 

〇 she が S（主語）、 said が V（動詞）です。 

〇 in English は修飾語で副詞のはたらきです。 

「英語で」という意味をもち、動詞 said を修飾しています。 

 

 

① “Thank you,” Ben answered, 

〇通常の語順は、Ben answered "Thank you." 。 

② and he enjoyed the food. 

〇 he が S（主語）、 enjoyed が V（動詞）、 the food が O（目的語）です。 

〇 and は接続詞で、2 つの文（「“Thank ～」と「he ～」）を時間順に並べています。 
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① She learned English from Hiroshi, 

〇 She が S（主語）、 learned が V（動詞）、 English が O（目的語）です。 

〇 from Hiroshi は修飾語で副詞のはたらきです。 

「ヒロシから」という意味をもち、動詞 learned を修飾し、「どこから学んだか」を説

明しています。 

② and she could speak it a little. 

〇 she が S（主語）、 could speak が V（動詞）、 it が O（目的語）です。 

〇 a little は修飾語で副詞のはたらきです。 

「少し」という意味をもち、speak の程度を説明しています。 

〇 and は接続詞で、2 つの文（「She learned  ～」と「she could ～」）を時間順に並べて

います。 
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〇 My sister が S（主語）、 will visit が V（動詞）、 New Zealand が O（目的語）です。 

〇 to study English は「英語を勉強するために」という意味で、副詞のはたらきです。 

動詞 will visit の目的を説明しています。 

〇 for two weeks は修飾語で副詞のはたらきです。 

「2 週間の間」という意味をもち、動詞 will visit の期間を説明しています。 

〇 in December は修飾語で副詞のはたらきです。 

「12 月に」という意味をもち、動詞 will visit を修飾しています。 
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① It is winter in Japan, 

〇 It が S（主語）、  is が V（動詞）、winter が C（補語）です。 

〇 in Japan は修飾語で副詞のはたらきです。 

「日本では」という意味をもち、is を修飾しています。 

② but it is summer there. 

〇 it が S（主語）、 is が V（動詞）、 summer が C（補語）です。 

〇 there は副詞です。動詞 is を修飾しています。 

※ there は前文の「in Japan」と対比される場所、つまり「南半球の国」などを指し

ていると考えられます 
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〇 a four-hour time difference が S（主語）、 is が V（動詞）です。 

〇 between these two countries は修飾語で形容詞のはたらきです。 

「これら 2 か国の間で」という意味をもち、 a four-hour time difference を説明してい

ます。 

〇 in December は修飾語で副詞のはたらきです。 

「12 月に」という意味をもち、動詞 is を修飾しています。 

〇 There は「～がある」という存在を表現するための形式主語です。（意味上の主語では

ない） 
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① When it’s five p.m. in Japan, 

〇 it が S（主語）、 is が V（動詞）、 five p.m. が C（補語）です。 

〇 in Japan は修飾語で副詞のはたらきです。 

「日本で」という意味をもち、 is の場所を説明しています。 

〇 when は、時を表す接続詞で、「～するとき」という意味をもちます。 

② it’s nine p.m. in New Zealand.  

〇 it が S（主語）、is が V（動詞）、nine p.m. が C（補語）です。 

〇 it は形式主語で、文の構造を整えるはたらきです。実際の意味をもちません。 

〇 in New Zealand は修飾語で副詞のはたらきです。 

「ニュージーランドでは」という意味をもち、 is の場所を説明しています。 
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① At her high school,  

〇 修飾語で副詞のはたらきです。 

「彼女の高校で」という意味をもち、文全体を修飾しています。 

② she will give a presentation about Japanese food. 

〇 she が S（主語）、 will give が V（動詞）、 a presentation about Japanese food が O

（目的語）です。 

〇 about Japanese food は修飾語で形容詞のはたらきです。 

「日本食についての」という意味をもち、 a presentation を説明しています。 

 

 

〇 Each が S（主語）、 has が V（動詞）、 a different presentation topic が O（目的語）

です。 

〇 of the students は修飾語で形容詞のはたらきです。 Each を説明しています。 
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① She found out that she didn’t know anything about Japanese food,  

〇 She が S（主語）、 found out が V（動詞）、 that she didn’t know anything about 

Japanese food が O（目的語）です。 

〇 that she didn’t know anything about Japanese food は主語と動詞をふくむ節（名詞節）です。 

 she が S（主語）、didn’t know が V（動詞）、anything が O（目的語）です。 

〇 about Japanese food は修飾語で形容詞のはたらきです。 

   anything を説明しています。 

② so she is studying it.  

〇 she が S（主語）、 is studying が V（動詞）、 it が O（目的語）です。  

〇 so は、2 つの文をつなぎ、前の内容を受けて、その結果こうなるという意味を表して

います。 
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〇 My mother が S（主語）、 is が V（動詞）です。 

〇 from Kyoto は修飾語で副詞のはたらきです。 

「京都から」という意味をもち、動詞 is の場所（出身地）を説明しています。 

 

 

〇 She が S（主語）、 said が V（動詞）、 that Nishin Soba noodles were famous in Kyoto 

and Hokkaido が O（目的語）です。 

〇 that Nishin ～ Hokkaido は、主語と動詞をふくむ節（名詞節）です。 

 Nishin Soba noodles が S（主語）、 were が V（動詞）、 famous が C（補語）です。 

〇 in Kyoto and Hokkaido は修飾語で副詞のはたらきです。 

「京都と北海道で」という意味をもち、 famous を修飾しています。 
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〇 Then は副詞です。「それでは」という意味をもち、文全体を修飾しています。 

〇 I が S（主語）、 read が V（動詞）、 a book が O（目的語）です。 

〇 about herrings in Japan は修飾語で形容詞のはたらきです。 

「日本のニシンについての」という意味をもち、 a book を説明しています。 

〇 in Japan は修飾語で形容詞のはたらきです。 herrings を説明しています。 

 

① From the Edo to the early Showa period, 

〇 修飾語で副詞のはたらきです。 

「江戸から昭和初期まで」という意味をもち、文全体を修飾しています。 

〇 to the early Showa period は修飾語で副詞のはたらきです。 

「昭和初期までに」という意味です。 

② people caught a lot of herrings in Hokkaido. 

〇 people が S（主語）、 caught が V（動詞）、 a lot of herrings が O（目的語）です。 

〇 in Hokkaido は修飾語で副詞のはたらきです。 

「北海道で」という意味をもち、動詞 caught を修飾し、「どこで捕まえたか」を説明し

ています。 
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① People dried the herrings 

〇 People が S（主語）、 dried が V（動詞）、 the herrings が O（目的語）です。 

② and brought them to Osaka by ship. 

〇 brought が V（動詞）、them が O（目的語）です。 

〇 接続詞 and によって、2 つの動詞（dried と brought）が同じ主語 People にかかっ

ています。  

〇 to Osaka は修飾語で副詞のはたらきです。 

「大阪へ」という意味をもち、動詞 brought の目的地を説明しています。 

〇 by ship は修飾語で副詞のはたらきです。「船で」という意味をもち、動詞 brought の

手段・方法を説明しています。 
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① In Kyoto, 

〇 修飾語で副詞のはたらきです。「京都で」という意味をもち、文全体を修飾しています。 

② a restaurant started serving soba noodles with the herring on them. 

〇 a restaurant が S（主語）、 started が V（動詞）、 serving soba noodles with the 

herring on them が O（目的語）です。 

〇 serving soba noodles with the herring on them は、「ニシンがのったそばを出すこと」と

いう意味で、動作を名詞として扱っています。 

〇 with the herring on them は修飾語で形容詞のはたらきです。 

「上にニシンがのったそば」という意味をもち、 soba noodles を説明しています。 

〇 on them は修飾語で形容詞のはたらきです。「その上に」という意味をもち、the 

herring を説明しています。  ※ them ＝ soba noodles です。 

 

〇 That が S（主語）、 is が V（動詞）、 the beginning が C（補語）です。 

〇 of Nishin Soba は修飾語で形容詞のはたらきです。 

「にしんそばの」という意味をもち、 the beginning を説明しています。 
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〇 six kinds が S（主語）、 are used が V（動詞）です。 

〇 in Japan は修飾語で副詞のはたらきです。 

「日本で」という意味をもち、動詞 are used の場所を説明しています。 

〇 of coins は修飾語で形容詞のはたらきです。six kinds を説明しています。 

 

 

〇 the five-yen coin が S（主語）、 has が V（動詞）、 a hole が O（目的語）です。 

〇 in the middle は修飾語で副詞のはたらきです。 

「真ん中に」という意味をもち、動詞 has の場所を説明しています。 

〇 Among them は修飾語で副詞のはたらきです。 

   them は 前の文の six kinds of coins を指しています。 

ここでは、6 種類の硬貨の中で、その中の 1 つとして、5 円硬貨について述べられてい

ます。 
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〇 The fifty-yen coin が S（主語）、 has が V（動詞）、 a hole が O（目的語）です。 

〇 too は副詞です。50 円硬貨も 5 円硬貨と同じ特徴があることを示しています。 

 

 

〇 they が S（主語）、 have が V（動詞）、 holes が O（目的語）です。 

※ they ＝ the five-yen coin と the fifty-yen coin 

〇 Then は副詞です。 

「では、次に」といった意味を持ち、前の文を受けて話の流れを次へ進める役割をして

います。 

〇 why は理由をたずねる疑問詞です。 

ここでは「なぜそれらに穴があるのか」をたずねています。 
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〇 I が S（主語）、 think が V（動詞）、 there are some reasons for that が O（目的

語）です。 

※ there are 以下は名詞節、 think の目的語 

〇 there are some reasons for that は主語と動詞をふくむ節（名詞節）です。 

some reasons が S（主語）、 are が V（動詞）です。 

〇 for that は修飾語で形容詞のはたらきです。some reasons を説明しています。 

that は前の文の why do they have holes? 「なぜそれらに穴があいているのか」をさし

ています。   
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〇 we が S（主語）、 can tell が V（動詞）、 coins が O（目的語）です。 

○ with holes は修飾語で形容詞のはたらきです。1 つ目の coins を説明しています。 

○ without holes は修飾語で形容詞のはたらきです。2 つ目の coins を説明しています。 

〇 if some coins have holes は主語と動詞をふくむ節（副詞節）です。 

〇 some coins が S（主語）、 have が V（動詞）、 holes が O（目的語）です。 

○ For example は修飾語で副詞のはたらきです。具体例を導入しています。 

 

 

〇 Coins が S（主語）、are used が V（動詞）です。 

○ with holes は修飾語で形容詞のはたらきです。 coins を説明しています。 

〇 in some other countries は修飾語で副詞のはたらきです。 

「他のいくつかの国で」という意味をもち、動詞 are used の場所を説明しています。 

○ too は副詞です。他の国でも同様に使われていることを示しています。 
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〇 You が S（主語）、 use が V（動詞）、 many kinds of yakimono が O（目的語）です。 

〇 in your everyday life は修飾語で副詞のはたらきです。 

「日常生活で」という意味をもち、動詞 use の場所や状況を説明しています。 

 

 

〇 2 つ目の you が S（主語）、 use が V（動詞）、 a rice bowl が O（目的語）です。 

〇 When you eat meals は主語と動詞をふくむ節（副詞節）です。 

〇 you が S（主語）、 eat が V（動詞）、 meals が O（目的語）です。 

○ 「you use a rice bowl するのは、どんなときか」を説明しています。 
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〇 2 つ目の you が S（主語）、 use が V（動詞）、 a tea cup が O（目的語）です。 

〇 When you drink tea は主語と動詞をふくむ節（副詞節）です。 

〇 you が S（主語）、 drink が V（動詞）、 tea が O（目的語）です。 

○ 「you use a tea cup するのは、どんなときか」を説明しています。 

 

 

〇 These things が S（主語）、 are called が V（動詞）、 yakimono が C（補語）です。 

〇 These things = yakimono の関係です。 

 

 

〇 We が S（主語）、 make が V（動詞）、yakimono が O（目的語）です。 

〇 with clay は修飾語で副詞のはたらきです。 

「土で」という意味をもち、動詞 make の材料を説明しています。 
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〇 people が S（主語）、 can produce が V（動詞）、 stronger yakimono が O（目的

語）です。 

〇 now は副詞です。現在は頑丈な焼き物を作ることができるようになったことを示して

います。  

〇 Although the first products of yakimono in Japan were weak は主語と動詞をふくむ節

（副詞節）です。 

〇 the first products が S（主語）、 were が V（動詞）、 weak が C（補語）です。 

〇 the first products = weak の関係です。 

○ of yakimono は修飾語で形容詞のはたらきです。 the first products を説明しています。 

○ in Japan は修飾語で形容詞のはたらきです。 

 the first products of yakimono を説明しています。 

○ 「people can produce stronger yakimono now」に対して逆説の関係を示しています。 
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〇 Yakimono が S（主語）、 is called が V（動詞）、 setomono が C（補語）です。 

〇 Yakimono = setomono の関係です。 

〇 also は副詞です。動詞 is called を修飾し、他にも呼び名があることを示しています。 

〇 especially in the east area of Japan は修飾語で副詞のはたらきです。 

「特に日本の東部地域で」という意味をもち、動詞 is called の場所を説明しています。 

                               
                 

                        

           
                                  

                            


